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質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

　

1
月
下
旬
の
記
録
的
寒
波
に
よ

り
水
道
施
設
の
損
傷
が
相
次
ぎ
、

漏
水
に
よ
る
貯
水
池
の
水
位
低
下
に
伴
い
、

市
内
全
域
で
時
間
断
水
の
措
置
が
と
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
災
害
で
、
行
政
も
市
民
に

と
っ
て
も
予
想
も
し
な
か
っ
た
真
冬
の
水
不

足
が
、
突
如
と
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
改
め
て
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

水
道
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
今
回
の
断
水
は
、
地
震

災
害
の
断
水
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
、今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長 　

今
回
の
寒
波
に
よ
り
、
想

像
を
絶
す
る
大
量
の
漏
水
が
発
生

し
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
全
面
断
水
だ

け
は
、
何
と
し
て
で
も
阻
止
す
べ
く
、
や
む

な
く
の
思
い
で
時
間
断
水
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
私
自
身
が
、
今
回
の
事
を
重

く
受
け
止
め
、
創
業
か
ら
50
年
を
経
過
す
る

水
道
事
業
の
歴
史
の
中
に
深
く
刻
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
上
で
、

平
成
26
年
7
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
太

宰
府
市
地
域
防
災
計
画
に
沿
い
な
が
ら
、
今

回
を
契
機
と
し
て
寒
波
等
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問Q

A

防
災・消
防
体
制
の
整
備
充
実
は

・ 

防
災
・
消
防
体
制
整
備
の
充
実
に
つ
い
て

・ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・ 

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

・ 

文
化
遺
産
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

・ 

観
光
基
盤
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

・ 

情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・ 

市
役
所
改
革
元
年
に
つ
い
て

太宰府新政会

木
き

村
む ら

　彰
あ き

人
と

議員

会 派 代 表 質 問

６月定例議会の日程（予定）

６月 3日（金） 本会議（提案理由説明）

9日（木） 本会議（質疑・委員会付託）

13日（月） 総務文教常任委員会

14日（火） 建設経済常任委員会

15日（水） 環境厚生常任委員会

17日（金） 本会議（一般質問）

20日（月） 本会議（一般質問）

21日（火） 本会議（一般質問予備日）

23日（木） 本会議（報告・質疑・討論・採決）
　　　（本会議は 51 人、委員会は 12 人まで傍聴できます）

議会を傍聴してみませんか
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所
信
表
明
の
中
で
、
渋
滞
対
策
、

観
光
施
策
を
も
視
野
に
入
れ
、
実

効
性
の
あ
る
将
来
の
計
画
を
残
り
任
期
3
年

の
中
で
策
定
し
て
い
く
と
あ
っ
た
。
実
際
に

は
、ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

　

障
が
い
福
祉
の
推
進
の
視
点
か

ら
、
障
が
い
福
祉
担
当
課
長
の
配

置
と
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
事
務
費
予

算
、
事
業
展
開
の
現
状
と
課
題
、
配
置
目
的

及
び
所
管
配
置
効
果
等
、
市
長
の
具
体
的
な

考
え
を
伺
う
。

市
長　

渋
滞
対
策
の
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
課
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
対
策
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
観
光
振

興
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
目
標

を
示
し
、
具
体
的
な
施
策
を
網
羅
し
た
観
光

推
進
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
入
り
込
み
客
数
調
査
や
市
内
の
回
遊
状

況
、
滞
留
時
間
や
消
費
金
額
な
ど
を
調
査
す

る
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
収
集
し
た

基
礎
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
計
画
策
定

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長　

障
害
者
総
合
支
援
法
や
障

害
者
基
本
法
の
改
正
、
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
な
ど
障
が
い
者
福
祉
制
度
の

改
革
が
進
め
ら
れ
、
4
月
1
日
か
ら
は
、
障

害
者
差
別
解
消
法
も
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

数
年
間
、
障
が
い
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

法
整
備
も
整
い
、
障
が
い
者
の
方
々
が
地
域

で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
支
援
を
さ
ら
に
充

問

問

Q

Q

A

A

所
信
表
明
の
具
体
的
施
策
と
は

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

宰光

公明党太宰府市議団

舩
ふ な こ し

越　隆
た か ゆ き

之

堺
さかい

　　　剛
つよし

議員

議員

・
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

・
市
民
の
た
め
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

・
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・
観
光
基
盤
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

・
情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・
所
信
表
明
に
つ
い
て

実
し
て
い
く
た
め
、
今
回
障
が
い
者
福
祉
に

特
化
し
た
担
当
課
長
を
配
置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
移
動
支
援
事
業
は
、
屋
外

で
の
移
動
が
困
難
な
障
が
い
者
等
に
つ
い

て
、
外
出
の
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
及
び
社
会
参

加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
通
勤
は
営

利
活
動
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
対
象

と
し
ま
せ
ん
が
、
通
学
に
関
し
て
は
、
高
等

教
育
に
お
け
る
支
援
の
推
進
の
一
環
と
し

て
、
今
年
4
月
か
ら
高
等
学
校
や
大
学
等
へ

の
通
学
時
の
利
用
を
対
象
に
含
め
る
こ
と
し

ま
し
た
。
今
後
、
社
会
参
加
へ
の
一
歩
と
し

て
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
定

員
増
を
行
う
た
め
、
私
立
保
育
園

の
建
て
替
え
に
対
し
、
国
と
と
も
に
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
国
庫
補
助
金
、
市
の
助
成
金
額
及
び
建
て

替
え
予
定
の
保
育
園
2
園
の
各
保
育
園
名
、

既
設
の
定
員
数
と
増
員
数
お
よ
び
建
て
か
え

時
期
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
伺
う
。

①
在
宅
生
活
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
伺
う
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
各
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
長　

国
庫
補
助
金
と
し
て
３
億

３
５
２
５
万
円
、
市
の
助
成
金
と

し
て
４
１
９
１
万
円
、
合
わ
せ
て
３
億
７
７

１
６
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。な
お
、

建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、「
保
育

所
太
宰
府
園
」
と
「
都
府
楼
保
育
園
」
で
す
。

太
宰
府
園
が
90
名
か
ら
１
１
０
名
に
、
都
府

楼
保
育
園
が
１
１
０
名
か
ら
１
５
０
名
に
定

員
増
と
な
る
計
画
で
、
平
成
28
年
度
中
に
着

工
、
完
成
を
す
る
予
定
で
す
。

　

待
機
児
童
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
段
階
で

２
０
６
名
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
定
員
増
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長　

①
制
度
的
な
も
の
と
し

て
、
緊
急
通
報
装
置
給
付
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
高

齢
者
等
の
見
守
り
協
定
、
徘
徊
高
齢
者
等
家

族
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
活
動
団
体
へ
の
補
助

金
事
業
、
紙
お
む
つ
給
付
事
業
、
住
み
よ
か

事
業
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
あ

ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

問

問

Q

Q

A

A

待
機
児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
か

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か

太宰府市政改革の会

真政会

上
う え

　　　疆
つとむ

笠
か さ

利
り

　　毅
つよし

議員

議員

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
防
犯
・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

・
情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
地
域
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
民
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

②
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
に
次
の
4
事
業
が
加
わ
り
ま

す
。
医
療
介
護
の
関
係
機
関
等
と
連
携
強
化

を
は
か
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
。

認
知
症
早
期
診
断
対
応
並
び
に
ケ
ア
向
上
を

目
指
す
認
知
症
総
合
支
援
事
業
。
日
常
生
活

上
の
支
援
体
制
の
充
足
強
化
及
び
高
齢
者
の

社
会
参
加
推
進
を
目
指
す
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
。
主
に
要
支
援
認
定
者
へ
の
介
護
予

防
支
援
が
自
立
を
め
ざ
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
ま
た
地
域
課
題
を
協
議
し
政
策
形
成

に
つ
な
げ
る
た
め
の
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事

業
で
す
。
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①
施
政
方
針
で
は
、
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
組
織
と
具
体
的
内
容
の
説
明
を
伺
う
。

②
市
役
所
の
職
員
数
は
十
分
足
り
て
い
る
の
で

す
か
。
今
後
の
職
員
採
用
計
画
を
考
え
る
上
で
、

正
規
職
員
と
嘱
託
職
員
の
比
率
と
、
近
隣
都
市

と
比
較
し
た
場
合
の
嘱
託
職
員
の
給
与
差
を
伺

う
。

①
太
宰
府
市
の
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
子
ど
も

の
貧
困
対
策
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

②
子
ど
も
食
堂
を
食
事
の
提
供
の
み
に
と
ど

ま
ら
な
い
居
場
所
、
ま
た
学
習
の
場
と
し
て

と
ら
え
た
時
、
本
当
に
支
援
の
必
要
な
子
ど

も
と
つ
な
ぐ
た
め
に
行
政
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
か
。

③
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
援
助
金
支
給
を
進

学
準
備
に
あ
わ
せ
三
月
に
繰
り
上
げ
ら
れ
な

い
か
。

市
長　

①
市
民
の
方
か
ら
施
策
や
組

織
の
あ
り
方
、
窓
口
の
あ
り
方
に
対

す
る
要
望
な
ど
、
市
役
所
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
役
所

は
本
来
市
民
に
と
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る
上

で
身
近
な
存
在
、
何
か
に
つ
け
て
相
談
し
や
す

市
長　

①
子
ど
も
の
貧
困
は
社
会

全
体
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

実
情
調
査
か
ら
計
画
策
定
へ
と
進
み
た
い
。

妊
娠
期
か
ら
教
育
期
、
就
業
に
至
る
ま
で
総

合
的
に
支
援
で
き
る
拠
点
の
構
築
等
を
、
機

構
改
革
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

②
子
ど
も
食
堂
を
市
が
直
接
運
営
す
る
の
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
親
世
代
、
高
齢
者

世
代
に
も
わ
た
る
問
題
と
考
え
、
行
政
と
し

て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

③
就
学
援
助
金
の
振
り
込
み
時
期
に
つ
い
て

は
、
確
認
し
た
上
で
、
繰
り
上
げ
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

Q

Q

A

A

市
役
所
改
革
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
は

子
ど
も
の
貧
困
に
市
は
ど
う
対
処
す
る
の
か

太宰府市民ネット

日本共産党太宰府市議団

徳
と く な が

永　洋
よ う す け

介

神
こ う た け

武 　　綾
あ や

議員

議員

・
市
役
所
改
革
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
防
犯
・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

・
そ
の
他

い 

思
い
や
り
の
あ
る
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
施
策
を
検

討
す
る
組
織
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
新

規
採
用
は
、
一
般
事
務
９
名　

土
木
技
師
１

名　

保
育
士
２
名
の
合
計
12
名
と
決
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
3
月
1
日
現
在
、
再
任
用

職
員
を
含
む
正
規
職
員
が
３
６
４
名
、
嘱
託
職

員
が
１
３
１
名
で
す
。
嘱
託
職
員
の
比
率
と
し

て
は
、
全
職
員
の
26
・
５
％
で
す
。
近
隣
都
市

の
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、
著
し
く
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
適
時
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
事
務
の
嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
、

事
務
補
助
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
月
額

13
万
４
２
０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
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